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はじめに
クマタカNisaetus nipalensisは，アッサム地方からタ
イ北部にかけてのヒマラヤ山脈，海南島を含む中国
南部および台湾，北は日本まで繁殖分布するタカ類
である．日本には固有亜種クマタカN. n. orientalisが
北海道から九州にいたる地域の森林に生息する（日
本鳥学会2012；森岡ら1998；山﨑2013）．
クマタカの食物に関しては，本州ではニホンノウサ
ギLepus brachyurus，ニホンリスSciurus lisといった中・
小型の哺乳類や，ホオジロEmberiza cioides，カケス
Garrulus glandarius，ヤマドリSyrmaticus soemmerringii
などの鳥類，ヘビ類などの爬虫類といった，森林に生
息する様々な中小動物を捕食するとされ（宮崎1975；
森本・飯田1992；クマタカ生態研究グループ2000；
葉山ら2014など），時には10 kgに近いニホンザル
Macaca fuscataを捕食した例もある（Iida 1999）．
北海道においても基本的な食物の構成は本州とほ

ぼ同等であるが，特筆すべきものとして，人為的に
放置されたエゾシカCervus nippon yesoensisの死体や，
日本国内では北海道にしか分布しないエゾライチョ
ウTetrastes bonasiaの捕食例も報告されている（坪川
2004）．また，アオサギArdea cinereaや，オオセグロ

カモメLarus schistisagusといった，比較的大型の水鳥
の捕食例もある（藤巻1999）．
このように，クマタカの食物についての報告は多く
あるが，いずれにおいても哺乳類や鳥類，爬虫類など
であり，魚類を食した事例については，長谷（2014）
による「サケに依存するクマタカが存在する」とした
簡単な報告のみであり，詳細については不明である．
筆者は北海道東部の網走湖において，サケの死骸

を食べるクマタカを観察したため，詳細についてここ
に報告する．

観察地の概況
観察地は網走市呼人に位置する網走湖の湖口付
近の東岸である（図1）．南北に細長く湖岸の1.6 haほ
どがキャンプ場として芝生や遊歩道などが整備され
ており（図2），湖岸にはハンノキAlnus japonica，ヤチ
ダモFraxinus mandshurica，オノエヤナギSalix udensis
などが，東の斜面にはミズナラQuercus crispula，ハ
ルニレUlmus davidiana var. japonica，エゾイタヤAcer 
pictum subsp. monoなどの大径木が多い．湖岸と斜面
との間のわずかな平地を縫うようにして，国道とJR石
北線の線路が平行して延び，線路脇には鉄道林とし
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て帯状に植えられたヨーロッパトウヒPicea abiesも見
られる．
キャンプ場内の一角には白羽川が流れ込んでいる

（図3）．この川の上流にはサケ・マス孵化場があり，
キャンプ場内の流れ込みでは毎年サケの稚魚が放流
されている．このため秋から冬にかけては産卵のため
に戻ってきた多数の成魚が集まるが，流れ込みの部
分に格子があるため湖より上流へは遡上することが
できず，多くは産卵できずに滞留し（図4），後に衰
弱死する．そうしたサケを狙ってオジロワシHaliaeetus 
albicillaやオオワシH. pelagicusが滞在し，弱ったり死
んだりしたサケをしばしば陸へ引き上げ（図5），捕食
している．

観察方法
観察にあたっては，10倍の双眼鏡と20–60倍の望
遠鏡を使用した．撮影にあたっては，望遠鏡に小型
のデジタルカメラを装着するコリメート法や，300 mm

レンズ付きの一眼レフデジタルカメラを使用した．な
お，個体への観察圧を軽減するために常に車両内か
ら観察するようにし，状況に応じて窓枠にメッシュの

ブラインドを張るなどの対応を行った．

観察結果
2013年11月29日08:37，キャンプ場の対岸にあた

る呼人半島先端部のハンノキにとまり，湖面を注視
しているクマタカを発見した．全体に淡色で，2–3歳
程度の若鳥と推定された．視線の先にはマガモAnas 
platyrhynchos，キンクロハジロAythya fuligula，ミコア
イサMergus albellus，カワアイサM. merganserなどのカ
モ類がおり，これらを狙っていたと考えられる．

09:00まで同じ位置にとまっていたが，一時観察を
中断し，10:00に再開した際には姿を消していた．

10:18，キャンプ場内の国道脇に立ち並ぶハンノキ
にとまっているところが再確認された．ハシブトガラス
Corvus macrorhynchosと，ハシボソガラスC. coroneが
数十羽周囲に集まって騒いでおり，時 そ々れに反応す

図1．観察地．

R238

R39

R39

JR
石
北
本
線

JR釧
網
線

網走駅

能取湖

網走湖

オホーツク海

網走
川

網
走
川

N

2 km

R238

網走湖

網走
川

網走湖

白羽川
呼人浦キャンプ場

図2．網走湖呼人浦キャンプ場．

図3．キャンプ場の一角に流れ込んでいる白羽川．
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るように「ピーュ，ピーュ」と聴こえる小さな声で鳴い
ていた．その後，飛び立ってキャンプ場内の芝生に降
り，そこにあったサケの死骸の一部を食べ始めた（図
6）．嘴で小さくちぎり取るようにして食べ，オオワシ
やオジロワシのように比較的大きな塊ごと飲み込むこ
とはなかった．時々，上空をオジロワシやオオワシが
飛ぶことがあったが，その際には翼と尾を広げて食べ
ていたサケを覆い隠してやり過ごしていた（図7）．30

分ほど食べ続け，サケの死骸はほとんど尾鰭と皮だけ
になっていたが，観光客の接近を察知し，それを足
で掴んで飛び立ち（図8），いったん国道沿いのハンノ
キにとまったあと，すぐに飛び立って国道とJRの線路
上を横断し，東側の斜面林へと向かい，姿が見えな
くなった．
翌30日の08:00頃にもサケの死骸を食べている様
子が観察された．ほどなくして東の斜面林内へ移動し

て姿が見えなくなったが，その後，しばしば周辺の林
内でカラス類にモビングされているところが見られた．
15:00頃には再びキャンプ場へ飛来し，サケの死骸を
食べていた．
約3週間後の12月21日に再訪したところ，やは

りサケの死骸を食べるクマタカの若鳥が観察された
（図9）．この個体は雨覆の各羽の模様や尾羽の換
羽状況から同一の個体と判断された．その後，12月
25日および26日にも確認されたが，交通量の多い国
道のすぐ脇や，停車中の自動車からわずか10 mほど
の距離でサケを食べるなど，周辺の環境に慣れてきて
いる様子が見られた．ただし，人間に対しては警戒
を怠らず，サケの遡上を観察するために接近する者が
いると，いち早く飛び立って東の林内へ姿を消し，そ
の後数時間は出てこないことが多かった．
そのほか，12月24日（坪川正己私信）と30日（船

図4．遡上できずに滞留するサケ．

図5．オジロワシやオオワシによって地上に引き上げられたと
思われるサケの死骸．

図6．サケの死骸を食べるクマタカ．2013年11月29日撮影．

図7．翼を広げてサケの死骸を覆い隠し，上空を通過する
オジロワシやオオワシをやり過ごすクマタカ．
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戸春樹私信）にも現地で観察された．31日以降は現
地で観察を行わず，2014年1月3日に再訪したが観
察されなかった．この時は前日までにややまとまった
降雪があり，それまで芝生の上などに散らばってい
たサケの死骸が雪で覆われ，完全に見えなくなって
いた．キタキツネVulpes vulpes schrenckiや，カラス類
Corvus sp.が雪の下からサケを掘り出して食した痕跡
はあったが，クマタカの痕跡は確認できなかった．そ
の後，本種を観察した情報はなく，2013年12月30

日が終認となった．

考察
今回の観察では，クマタカは地上に散在した状態

のサケの死骸のみを食べていた．このため，自分では
生きているサケを捕ったり，水中の死骸を掴んで陸上
へ引き上げるようなことはせず，もっぱらオジロワシや

オオワシが捕り，食べ残したあとの残滓を食べている
ものと考えられた．
北海道ではサケが集中する遡上河川において，秋

から冬の越冬期にオジロワシやオオワシに混じってク
マタカの姿がしばしば観察される．このような個体
は，本報告の個体と同様に，時にはサケの死骸を食
べることもあると思われる．長谷（2014）がサケに依存
して越冬するクマタカがいると報告しているように，特
に狩りの技術が未発達な若鳥や，成鳥であっても餌
資源の少ない状況では，飢えをしのぐため，本来の
主食ではないサケの死骸に依存することがあると考え
られる．また，十勝川の千代田新水路付近では時折
サケを食べるクマタカが確認されており（城石一徹私
信），地域あるいは流域によってはまれな事例ではな
い可能性もある．北海道のクマタカの餌資源における
サケの存在については，これまで注目されていなかっ
たが，事例を収集したうえで再評価を行う必要がある
と思われる．
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川崎康弘：サケを食べるクマタカの観察
日本の北海道東部の網走湖でクマタカNisaetus nipalensisがサケOncorhynchus ketaを食べてい

るのを2013年に観察した．北海道ではクマタカの若鳥が，また餌資源の少ない地域では成鳥も
魚を食べるのは稀でない可能性がある．


